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S23a JWSTから探る中間赤方偏移における低質量 SMBHの調査
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低質量 SMBH(< 108 M⊙)を探査することは、SMBHの Seedからの成長過程や銀河との相互作用を理解する
上で重要である。本研究では、JWST Cycle 1 最大のプログラムの一つである JADESのGOODS-S/N領域にお
けるデータから新たに発見した中間赤方偏移 (z ≤ 4)のType1 AGN候補 7天体について SMBHと母銀河の関係
及び性質の調査を行った。広輝線 (Hα, Hβ)とAGN光度から SMBH質量 (106−7.5 M⊙)を推定し、SEDフィッ
ティングから星質量 (109−11 M⊙)を推定した。その結果、近傍で観測されている SMBH質量-星質量の関係と有
意な違いは見られず、今回発見した中間赤方偏移の低質量 SMBHを持つAGNは、銀河進化に必要な十分な星質
量をすでに獲得していることが考えられる。一方で JWSTによって最近報告された高赤方偏移 (z > 4)における
低質量 SMBHは、近傍の宇宙で観測されている SMBH質量-星質量の関係よりも星質量が小さい傾向にあること
が報告されている。この違いについて本講演では、我々の中間赤方偏移の AGNサンプルから JWST/NIRCam
による撮像データを用いて得られた母銀河の Sérsic indexと有効半径について比較、議論を行う。


